
「ひどい！ 
    裁判所は悪魔だ」 

冤
罪
・
名
張
毒
ぶ
ど
う
酒
事
件
・
奥
西
勝
さ
ん(

86
歳
） 
二
度
ま
で
も
無
罪
と
な
り
な
が
ら
い
ま
な
お
死
刑
囚 

無
実
の
者
を
死
刑
に
す
る
な 

事件発生当時の奥西勝さん（36歳） 

―
無
実
訴
え
続
け
半
世
紀
、 

 

半
世
紀
を
超
え
る
歳
月
「私
は
人
を
殺
し
て
い
な
い
」と
訴

え
る
死
刑
囚
が
、
拘
置
所
か
ら
あ
な
た
の
助
け
を
求
め
て
い

ま
す
。
無
実
の
死
刑
囚
・奥
西
勝
さ
ん
が
そ
の
人
で
す
。
奥
西

さ
ん
は
、
い
ま
、
病
態
が
悪
化
し
て
、
名
古
屋
拘
置
所
か
ら
八

王
子
の
医
療
刑
務
所
に
移
さ
れ
、
病
気
と
た
た
か
い
な
が
ら

再
審
開
始
・再
審
無
罪
を
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

事
件
は
、
１
９
６
１
（昭
和
３
６
）年
、
三
重
県
名
張
市
の
山

深
い
里
で
起
こ
り
ま
し
た
。
村
の
公
民
館
で
の
懇
親
会
の
席

上
、
ぶ
ど
う
酒
に
農
薬
・ニ
ッ
カ
リ
ン
Ｔ
を
入
れ
て
５
人
を
殺

し
た
と
い
う
も
の
で
す
。
一
審
判
決
は
、
証
拠
を
詳
細
に
検

討
し
て
、
明
確
に
無
罪
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

二
審
判
決
は
一
転
し
て
死
刑
。
根
拠
と
さ
れ
た
の
は
、
著
名

な
学
者
が
お
こ
な
っ
た
捏
造
鑑
定
で
し
た
。
捏
造
が
わ
か
っ

た
の
は
、
死
刑
が
確
定
し
た
後
の
こ
と
で
す
。 

裁
判
所 

何
が
何
で
も
死
刑
に 

再審無罪となった元

死刑囚 赤堀政男さん 

 再審では、鑑定の捏造にとどまらず、ぶどう酒に

入れられた農薬がニッカリンＴではなかったことも明

らかになりました。自白にもとづいて確定死刑判決

が認定した農薬＝凶器が違っていたことがわかっ

たのです。事件当時、ぶどう酒に入れられた毒物

の鑑定人が、検査結果を正しく見ずに、勝手に歪

めて結論を出したことによる誤鑑定でした（下図）。 

  このため、名古屋高裁（刑事１部）は2005年４月

に再審開始の決定を出しました。ところが同じ名古

屋高裁（刑事２部、門野博裁判長）はこれを取り消

してしまいました。理由は、「飲み残しのぶどう酒か

らも不純物が出ていたのに見落としたかもしれな

い」「自白があるから」というもの。これに対して、最

高裁は「科学的知見にもとづいた判断をせよ」と命

じて、決定を取り消し、もう一度名古屋高裁に差し

戻しました。（最高裁は、差し戻しなどせずに、直ち

に再審開始をするべきと、広く批判されました。） 

  差戻しの審理では、あらためて鑑定がおこなわ

れ、毒物がニッカリンＴではなかったことが再度確

認されました。ところが裁判所（下山保男裁判長）

は、この鑑定を無視、検察官も主張しておらず、証

拠上も科学的な知見からもいっさい根拠のない推

論（空想）で、「毒物はニッカリンＴかも知れない」

「自白があるから」として、あらためて再審開始決定

を取り消し、再審請求を認めなかったのです。 

  科学の解明により、確定死刑判決の認定が根

本的に崩れたのに、真理に謙虚にならず、勝手な

空想で「何が何でも死刑」というのでは、裁判の名

に値しません。下山保男裁判長は、「悪魔」といわ

れて、申し開きができるのでしょうか。 

最高裁は直ちに再審開始を 
 現在、審理は再び最高裁に移っています。誤った

裁判は正さねば、奥西さんの命はもとより、この国の

人権も死んでしまいます。ご支援ください。 

 
 

ニ
ッ
カ
リ
ン
Ｔ
特
有
の

不
純
物
が
な
い
同
種
農

薬
は
、
別
会
社
の
Ｓ
製
薬

が
製
造
し
て
い
た
「
Ｓ
テ
ッ

プ
」と
い
う
製
品
で
す
。 

あなたの署名が無実の奥西さんを救う力になります 
Ｎ社製造の  

ニッカリンＴ 
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来春、映画館で全国上映決定！ 東海テレビ製作のド

キュメンタリードラマ 

  

 

独
房
か
ら
無
実
を
訴
え
続
け
て
い
る
死
刑
囚
が
い
る
。
奥
西

勝
、
８
６
歳
。
昭
和
３
６
年
、
三
重
県
名
張
市
の
小
さ
な
村
の

懇
親
会
で
、
ぶ
ど
う
酒
を
飲
ん
だ
女
性
５
人
が
死
亡
し
た
。
逮

捕
さ
れ
た
奥
西
は
「
警
察
に
自
白
を
強
制
さ
れ
た
」
と
訴
え
、

無
実
を
主
張
。
１
審
は
無
罪
だ
っ
た
の
に
、
２
審
は
逆
転
死
刑

判
決
。
そ
し
て
昭
和
４
７
年
、
最
高
裁
で
死
刑
が
確
定
し
た
。

奥
西
は
、
死
刑
執
行
の
恐
怖
と
闘
い
な
が
ら
、
い
ま
も
再
審
を

求
め
続
け
て
い
る
。 

 

奥
西
の
無
実
を
信
じ
て
い
る
の
が
、
母
、
タ
ツ
ノ
。
事
件
で

村
を
追
わ
れ
、
見
知
ら
ぬ
町
で
１
人
暮
ら
し
を
始
め
た
。
内
職

を
し
て
は
、
電
車
賃
を
稼
ぎ
、
月
に
１
度
、
名
古
屋
拘
置
所
に

い
る
息
子
に
会
い
に
行
く
。 

 

奥
西
は
タ
ツ
ノ
と
約
束
を
す
る
。
『
無
実
を
晴
ら
し
て
、
必

ず
帰
る
』 

し
か
し
、
そ
の
約
束
を
果
た
す
こ
と
無
く
、
母
は
昭

和
６
３
年
、
８
４
歳
で
死
亡
し
た
。 

 

奥
西
を
支
え
続
け
た
の
が
支
援
者
の
川
村
富
左
吉
（
７
４

歳
）
。
確
定
死
刑
囚
は
肉
親
と
弁
護
士
以
外
面
会
が
許
さ
れ
て

い
な
い
が
、
川
村
は
法
務
省
に
掛
け
合
い
奥
西
と
の
面
会
を
許

さ
れ
る
。
川
村
は
奥
西
と
の
面
会
を
１
０
冊
の
ノ
ー
ト
に
記
録

し
た
。
事
件
か
ら
４
４
年
後
の
平
成
１
７
年
４
月
、
名
古
屋
高

裁
は
奥
西
の
再
審
開
始
を
決
定
。
川
村
と
奥
西
は
拘
置
所
面
会

室
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
握
手
。 

「
今
度
は
晴
れ
て
、
塀
の
外
で
握
手
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
二
人

は
約
束
し
た
。
し
か
し
、
喜
び
も
つ
か
の
間
、
検
察
が
異
議
申

し
立
て
を
し
、
再
審
は
棚
上
げ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
半

年
後
、
川
村
は
病
に
倒
れ
、
こ
の
世
を
去
る
。
奥
西
と
の
約
束

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず
に
…
…
。 

 

も
の
が
た
り 

出演者コメント 
 

仲代達矢（奥西勝役） 
 

    いわゆる"再現ドラマ"というのではなく、拘置所で５０

年近く過ごされた奥西さんの心境は測りしれませんが、

仲代達矢がこの状況に追い込まれたらどうなるか、そう

いう気持ちで演じました。 

   ６０年俳優をやってきた中で、私にとって記念碑的な作

品になります。 

 

樹木希林（奥西タツノ役） 
     

   実際の映像に残っている母・タツノさんから伝わってく

る悲しみや苦しさにかなう訳がないと知りつつ、演じまし

た。私たち役者が出演することで、観る人たちにとって見

やすくなり、少しでも多くの方にこの出来事が伝われば、

と思います。 

  事件については、関係するそれぞれの人が、みんなそ

れぞれの立場や事情で証言しているわけで、本当に人間

というのは悲しくって、そして愛おしいなと思ったのが正直

な気持ちです。 

   役者を超えて、今は、すごいものと関わったなと思って

います。 

 

寺島しのぶ（ナレーター） 
 

   人が人を裁く難しさも含め、以前から冤罪について関

心がありました。 

   ドラマにするとフィクションに偏りがちですが、この作品

は、そうではありません。 

   普段ドキュメタリーに取り組んでいるスタッフが作ってい

るからでしょう、何とも言えないサラッとした仕上がりで、

事件の深層が分かりやすく伝えられています。 

 

あ
な
た
の
助
け
を
求
め
る
死
刑
囚
が
い
ま
す 
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